
市政改革 始動！ 
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政策を！そして市政への想いを！ 

ひたすら街頭にて訴える！ 

選挙中も貴重なご意見をたくさんいただきました。 

松本和光市長、中川県議も 

応援に駆け付けてくれました。 

自転車の小学生とハイタッチ！ 

選挙期間中４５０キロ以上を走破。 

自転車から降りて走る！ 

多くの人に支えられ、全力で走った７日間！ 

風ニモ負ケズ。 雨ニモ負ケズ。 

自分の選挙は必ず 

開票所に足を運びます。 



標章看板 4枚 ※24,624 円 新聞折り込み ※62,440 円 

名刺 ※15,000 円 公選ハガキ印刷 49,000 円 

選挙カーキャリア取付 2,916 円 選挙事務所人件費 73,000 円 

選挙カー看板 ※36,000 円 選挙期間運動員賄い 26,353 円 

車載スピーカー取付 8,000 円 供託金 300,000 円 

NO,47 チラシ印刷 ※198,270 円 合計 79 万 5,603円 

 

みなさんの素朴な疑問に答えます。 

選挙にはどれだけお金がかかるのか？ 
私が副代表を務める「若手政治家養成塾」には多くの若者から選挙経費に関する問い合わせを

いただきます。そんな理由から今回も選挙にかかった経費を全て公開します。 

※は「中島なおきを応援する会」へお振込みいただいた浄財を活用させていただきました。 

選挙公営一覧（公費で負担していただいたもの） 
 

53 万9,895 円 
羽生市に負担していただきました。 

４月２６日の一から出直し、羽

生市議会議員一般選挙では市

議一般選挙史上、最高得票を賜

り当選させていただくことが出来まし

た。ご支持、ご支援をいただいたみ

なさまに「ありがとうございました。」と

直接お礼を申し上げたいのです

が、非人道的な公職選挙法によ

り、当選御礼の戸別訪問は禁止

されております。法は順守すべきと

心底から思っておりますため、ご挨

拶に伺うことができません。ご理解

賜りますようよろしくお願いいたしま

す。「議員としての仕事」でご恩返

しをさせていただきます。  

 

 

 

   

選挙ポスター 341,820 円 （１枚 1,620 円） 規定枚数２１１枚作成 

選挙カー運転手賃金 87,500 円 （１日 12,500 円） 選挙運動期間７日分 

選挙カーガソリン代 6,575 円 （46.3Ｌ使用） レギュラー1ℓ１４２円 

公選ハガキ郵送代 104,000 円 （１枚 52 円） 規定限度 2,000 枚送付 

「選挙公営」とは、国または地方自治体が候補者の選挙費用の一部または全額を

負担することです。候補者の個人的な財力によって選挙に不公平が生じないように

するために設けられています。 

※選挙カーのレンタル代も公営に含まれますが、今回

の選挙では自分の車を使用したため、当然ながら選挙

管理委員会に請求はしておりません。選挙ポスターが些

か高額な理由は、細部にこだわり作成したためです。 



① 羽生総合病院移転候補地の農地 

転用及び開発行為許可が下りる。 
市と羽生総合病院は、新病院の移転地として下岩

瀬地内で合意に至りました。６月５日には、関東農政

局より該当地の「農地転用」及び「開発行為」の許可

が下り、現在、用地所得のため、病院側と地権者と

の間で契約交渉が行われています。 

 用地取得交渉は、大変に繊細な 

問題です。これまでと同様に数々の 

噂が飛び交うことが予想されます。 

私からも可能な限り、報告をさ 

せていただきますので、皆様におかれましては冷静

な対応をしていただきますようお願いいたします。 

 

                     

 

６月定例会中島なおき２７回目の一般質問 中島なおき 発言録 検索 

① 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
向
け
て 

Ｑ
．
平
成
25
年
５
月
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が 

成
立
し
、
今
年
10
月
に
全
国
民
に
届
け
ら
れ 

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
。
「公
平
、
公
正
な
社
会
の 

実
現
」「行
政
事
務
の
効
率
化
」「国
民
の
利
便 

性
の
向
上
」の
３
つ
の
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
制
度
導

入
に
向
け
て
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。
①
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
②
主
管
課
設
置

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
活

用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
④
今
後
、
ど
の
よ
う
な

形
で
市
民
へ
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
の
か
。
⑤
不
正
ア
ク
セ
ス
や

人
為
的
な
情
報
漏
え
い
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。 

Ａ
．
（企
画
財
務
部
長
）マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
に
関
し
、
必
要
な
条

例
等
の
整
備
を
９
月
定
例
会
に
上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。
通
知
カ

ー
ド
配
布
に
向
け
て
も
、
窓
口
担
当
課
と
も
準
備
を
進
め
て
い
る
。 

現
在
、
企
画
課
に
て
対
応
し
て
い
る
た
め
、
新
た
に
主
管
課
を
設

置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
今
後
も
事
務
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

市
民
への
周
知
に
関
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。
ま
た
８
月
号
の
「広
報
は
に
ゅ
う
」で
は
、
１０
月
か
ら
順

次
個
人
番
号
が
郵
送
さ
れ
る
こ
と
な
ど
お
知
ら
せ
を
す
る
予
定
で

あ
り
、
適
切
な
時
期
に
継
続
し
て
周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
つ
い
て
は
、
大
変
に
重
大
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
人
為
的
漏
え
い
が
起
こ
る
こ
と
が 

な
い
よ
う
、
全
職
員
対
象
の
研
修
会
を
通
じ
て
個
人 

情
報
の
重
要
性
に
つ
い
て
職
員
に
徹
底
し
て
周
知
す
る 

と
と
も
に
、
新
た
な
技
術
の
導
入
や
知
識
の
吸
収 

シ
ス
テ
ム
面
、
人
的
な
面
に
万
全
を
期
し
た
い
。 

１０月にみなさんの手元に届けられるマイナンバー。羽生市の現

在の状況、今後のスケジュール、また内閣府が推進する主管課設

置に対する考え、制度の独自活用などについて質しました。 

以下の掲載は紙面の都合上、質問、答弁とも大幅に割愛してい

ます。タイムラグは生じますが、中島の議会での発言は「羽生市議

会議員 中島直樹（無所属）の議会発言録」、市議会 HP からもご

確認いただけます。昨年１２月より「議会中継」も始まりました！ 

 

 

②羽生市ふるさと応援寄付が好調 
 全国の自治体で自主財源の確保と地場産

業の活性化のために行われているふるさと

応援寄付事業。羽生市でもその例にもれる

ことなく、H２０年から同事業 

を行っております。全国的な 

流行もあり、これが大変に 

好調。羽生市は件数、金額 

とも以下の通り右肩上がり。 

H20 年 11 件 16 万円 

H24 年 72 件 213 万 5 千円 

H26 年 1,658 件 1,918 万 7 千円 

７種類あるお礼の品の中でも特に５キロず

つ３種の食べ比べができる「羽生の農家さん

がつくったお米１５kg」が大人気です。 

 



【中島なおき（直樹）の生きざま】 

●昭和47年11月生まれ（42歳） 身長184センチ 体重75キロくらい A型 さそり座 

●埼玉栄高等学校普通科 日本福祉教育専門学校社会教育学科 日本大学法学部政治経済学科卒業 

●神奈川県内の児童福祉施設勤務を経て、鴻巣市社会福祉協議会職員となる 

●平成19年（34歳)正真正銘「地盤 看板 カバンなし」から羽生市議会議員一般選挙に単身挑み初当選  

●平成23年（38歳）羽生市議会議員一般選挙に２度目の立候補 再選を果たす。 

●平成26年（41歳）話題作り優先の市政運営に異を唱え、羽生市長選挙に立候補するも惜敗。 

●選挙後、家族の生活を守るため民間企業に就職。企業の雇用環境の荒廃を目の当たりにする。 

●平成27年（42歳）再び市議会議員選挙に立候補 市議選挙史上最高得票を賜り再選を果たす。 

■所属：第2期若手政治家養成塾副代表 NPO法人地方議会制度研究センター副代表理事 

青年地方議員の会会員 日本税制改革協議会会員 ■趣味：家庭菜園 読書 写真  

■特技：ギター弾き語り バスケットボール ハンドボール■家族：保育士の妻 長女 次女   

中 島 な お き 事 務 所

議会＆活動レポート No,５２ 

 

〒348-0071 羽生市南羽生 4-17-2 
 ０７０-６４８８-４５８８   

japanist0422@live.jp 
※ このレポートは、他人に委ねる事無く、毎回、中島本人が直接皆様にお届けしています。 

 

各
所
で
遊
説
を
行
い
ま
し
た
。
移
動
中

は
刺
激
的
で
興
味
深
い
お
話
を
多
数
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 
多くの仲間たちが４月の埼玉県議会議員選挙に県議会改革を旗印とした政治団体～プロジェクトせんたく～の推薦を

受け立候補しました。不肖、私も及ばずながら仲間たちの応援に奔走しました。県議選挙後半の４月８日には、ご縁があ

り上田清司埼玉県知事の一日付き人として共に行動。上田知事から政治哲学、選挙哲学、県政や県議会の中身などなど

ご教示を賜りました。２３日に告示される埼玉県知事選挙。私は上田清司氏を全面的に支持、応援します。 

各
陣
営
の
応
援
を
終
え
Ｊ
Ｒ
某
駅
ま
で

知
事
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際

の
一
コ
マ
で
す
。 

 

４
月
、
５
月
は
震
度
３
以
上
の
地
震
が
複
数

回
あ
り
ま
し
た
。
羽
生
市
は
近
隣
の
行
田
市
、

加
須
市
と
比
較
す
る
と
震
度
が
弱
く
発
表
さ

れ
る
こ
と
が
実
に
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

疑
問
が
生
ま
れ
ま
す
。
羽
生
市
の
震
度
計
に

不
具
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
と
・・・。 

羽
生
市
の
震
度
計
は
市
役
所
敷
地
内
正
面

玄
関
東
側
の
植
え
込
み
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
は
こ
の
震
度
計
、
小
数
点
以
下
ま
で

計
測
を
し
て
い
ま
す
。
５
月
３０
日
の
小
笠
原

諸
島
近
海
を
震
源
と
し
た
地
震
を
例
に
す
る

と
、
行
田
は

、
旧
加
須
、
旧
大
利
根

、
旧

北
川
辺

、
旧
騎
西

、
羽
生

。
小
数
点

以
下
を
知
る
と
腑
に
落
ち
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？  

何
を
申
し
あ
げ
た
い
の
か
と
い
う
と
、
ズ
バ

リ
！
羽
生
市
の
地
震
震
度
計
が
狂
って
い
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
事
。 

強
い
地
震
が
あ
る
度
、
気 

象
庁
が
会
見
を
行
い
、 

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
学
識
者 

が
見
解
を
述
べ
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
実
は 

地
震
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ 

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う 

の
が
現
実
で
す
。
井
戸
を
掘
って
み
る
と
行
田
、

加
須
は
軟
水
で
す
が
、
羽
生
は
硬
水
で
す
。
隣

接
し
て
い
て
も
地
盤
そ
の
も
の
が
異
な
って
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

大
切
な
の
は
震
度
の
強
弱
で
は
な
く
、
地
震

に
ど
う
備
え
る
か
？
ど
う
対
処
す
る
か
で

す
。
そ
こ
を
ど
う
か
お
忘
れ
な
く
！ 


